
　　　　　　　ホームページアドレス http：// www . town . yakumo . lg . j p

・会議のために来庁した際は、手洗い・手指のアルコール消毒を行う。
・換気のため、会議中は出入口の開放を行う。
・傍聴席は、密接を防止するため、椅子の間隔を確保して配置する。
・傍聴者の体調によっては、傍聴の自粛要請を行う。
・理事者側、議会側及び傍聴者に対し、マスクの着用を要請する。
・簡潔な質疑を心掛け、会議時間の短縮に向けた努力を行う。
・その他、常任委員会報告案件の分散化や、議員自身の健康管理など。

第第 6655 号号
令令和和22年年55月月
編集／議会広報広聴常任委員編集／議会広報広聴常任委員会会

野田生小学校（上野田生小学校（上））感染防止対策をした入学感染防止対策をした入学式式

東野小学校（左下）、浜松小学校（右下東野小学校（左下）、浜松小学校（右下））

八雲町議会は、次のとおり、新型コロナウイルス感染症の
感染拡大防止対策を行います。ご協力をお願いします。
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予算特別委員会

〔 ６ 〕令和2年5月号

 
【
総
　
務
　
費
】

Ｑ
　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
返
礼
品

の
新
た
な
商
品
開
発
は
？
（
関
口
）

Ａ
　
か
に
・
イ
ク
ラ
と
展
開
し
て
き
た

が
、
養
殖
試
験
の
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン

や
鮭
と
イ
ク
ラ
の
親
子
セ
ッ
ト
、
野
菜

や
チ
ー
ズ
等
の
返
礼
品
も
考
え
て
い
き

た
い
。
（
町
長
）

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
備
蓄
の
関
係
で
、
マ
ス
ク
や
手

指
消
毒
は
今
年
度
の
執
行
残
ま
た
は
新

年
度
予
算
で
購
入
す
る
の
か
？
　
（
赤

井
）

Ａ
　
今
年
度
分
と
し
て
２
千
枚
を
発
注

し
て
い
る
。
新
年
度
予
算
で
も
、
購
入

で
き
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。
（
課
長
）

Ｑ
　
相
沼
地
区
地
域
会
館
新
築
事
業
の

建
設
予
定
地
は
津
波
の
浸
水
予
想
区
域

で
は
な
い
の
か
？
ま
た
、
そ
こ
を
避
難

場
所
と
し
て
災
害
備
蓄
品
を
備
え
て
い

く
の
か
？
（
赤
井
）

Ａ
　
予
定
地
は
相
沼
小
学
校
体
育
館
跡

地
。
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
最
大

値
は
ク
リ
ア
し
て
い
る
が
、
千
年
に
一

度
の
河
川
氾
濫
で
は
、
浸
水
を
受
け
る

区
域
に
予
想
さ
れ
て
い
る
。
津
波
・
大

雨
の
際
の
避
難
場
所
に
は
な
ら
な
い
の

で
、
高
台
に
避
難
所
と
し
て
プ
レ
ハ
ブ

と
街
灯
の
整
備
を
別
に
検
討
し
て
い
る
。

（
課
長
）

Ｑ
　
避
難
場
所
に
指
定
で
き
な
い
よ
う

な
所
に
建
て
る
会
館
整
備
を
前
例
と
す

る
べ
き
で
は
な
い
。
（
三
澤
）

Ａ
　
今
回
の
相
沼
地
区
に
は
、
他
に
適

地
が
な
い
こ
と
や
、
事
業
費
、
普
段
の

利
便
性
等
を
考
え
、
避
難
場
所
と
し
て

の
機
能
を
切
り
離
し
計
画
し
た
。
災
害

に
対
応
で
き
る
場
所
が
最
適
だ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
も
考
慮
し
な
が

ら
決
め
て
い
く
。
（
課
長
）

Ｑ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
奨
励
事
業
の

中
に
災
害
避
難
に
関
す
る
メ
ニ
ュ
ー
は

あ
る
の
か
？
（
三
澤
）

Ａ
　
防
災
・
防
犯
活
動
と
し
て
、
避
難

訓
練
の
実
施
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
各
地
で
行
わ
れ
た
避
難
訓
練
の
後

に
波
及
効
果
が
見
ら
れ
な
い
。
住
民
を

巻
き
込
ん
だ
防
災
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、

さ
ら
に
実
用
的
な
活
動
を
促
す
支
援
方

法
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の

か
。
（
三
澤
）

Ａ
　
住
民
の
防
災
意
識
を
高
め
る
方
法

を
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。
（
課
長
）

Ｑ
　
災
害
時
や
避
難
所
等
で
、
町
職
員

だ
と
す
ぐ
に
識
別
で
き
る
作
業
着
は
整

備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
？
（
千
葉
）

Ａ
　
必
要
な
も
の
と
考
え
、
今
後
検
討

す
る
。
（
課
長
）

【
民
　
生
　
費
】

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
う
休
校
に
よ
り
、
学
童
保
育
へ
の

影
響
は
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
通
常
は
放
課
後
に
開
設
し
て
き
た

が
、
現
在
は
８
時
か
ら
１
７
時
５
０
分

ま
で
行
っ
て
い
る
。
職
員
に
つ
い
て
は
、

特
別
支
援
員
を
配
置
し
て
確
保
し
て
い

る
。
希
望
者
全
員
を
受
け
入
れ
る
に
は
、

施
設
の
狭
さ
か
ら
感
染
リ
ス
ク
が
高
く

な
る
た
め
、
小
学
校
３
年
生
以
下
で
、

一
人
で
留
守
番
が
で
き
な
い
子
ど
も
に

限
定
し
て
い
る
。
（
課
長
）

 牧  野 　 仁 　委員長
まき の ひとし



〔 ７ 〕 令和2年5月号

Ｑ
　
ア
イ
ヌ
住
宅
改
良
資
金
貸
付
金
請

求
訴
訟
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
新
規

事
業
だ
が
、
対
象
と
な
る
不
良
債
権
の

件
数
と
金
額
は
？
（
大
久
保
）

Ａ
　
再
三
の
督
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
相

談
も
な
く
５
年
以
上
返
済
が
滞
っ
て
い

る
も
の
を
対
象
と
し
た
。
対
象
は
４
件

で
、
約
２
千
万
円
。
（
課
長
）

【
衛
　
生
　
費
】

Ｑ
　
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
、
し

尿
等
受
入
事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
新

た
な
雇
用
は
生
ま
れ
る
の
か（
佐
藤
）

Ａ
　
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
委
託
事
業

者
で
契
約
社
員
１
名
が
増
員
さ
れ
る
。

（
課
長
）

【
商
　
工
　
費
】

Ｑ
　
熊
石
歴
史
資
料
館
は
利
用
実
績
が

少
な
い
。
道
南
休
養
村
施
設
と
一
体
化

さ
せ
た
方
が
、
効
果
的
な
の
で
は
な
い

か
？
（
三
澤
）

Ａ
　
歴
史
資
料
の
収
蔵
施
設
に
は
お
金

が
か
か
る
も
の
で
あ
り
、
高
い
も
の
で

は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
道
南
休
養

村
は
熊
石
地
区
の
観
光
の
核
で
あ
り
、

今
後
は
も
っ
と
お
金
を
か
け
て
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

【
教
　
育
　
費
】

Ｑ
　
木
彫
り
熊
講
座
開
設
事
業
に
つ
い

て
、
八
雲
発
祥
の
文
化
で
あ
り
後
継
者

育
成
の
た
め
、
も
っ
と
予
算
を
付
け
る

べ
き
で
は
？
（
関
口
）

Ａ
　
後
世
に
伝
え
て
い
く
べ
き
貴
重
な

郷
土
文
化
と
考
え
る
。
新
幹
線
駅
開
業

に
向
け
、
土
産
物
と
し
て
の
活
用
も
考

え
て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

Ｑ
　
ウ
ポ
ポ
イ
開
業
の
年
だ
か
ら
こ
そ

木
彫
り
熊
の
動
画
配
信
な
ど
、
文
化
面

で
も
も
っ
と
力
を
入
れ
て
発
信
す
る
べ

き
。
（
三
澤
）

Ａ
　
今
後
、
資
料
館
の
改
修
等
も
迎
え

る
の
で
考
慮
し
た
い
。
文
化
面
に
も
力

を
入
れ
、
必
要
で
あ
れ
ば
補
正
も
考
え

て
い
く
。
（
町
長
）

Ｑ
　
令
和
６
年
度
に
木
彫
り
熊
発
祥
１

０
０
周
年
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
に
向
け

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
具
体
的
な
タ
イ
ム

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
決
ま
っ
て
い
る
の

か
？
（
千
葉
）

Ａ
　
具
体
的
な
も
の
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
。
早
急
に
検
討
し
て
示
し
て
い

く
。
（
課
長
）

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
、
分
散
登
校
の
状
況
は
？
（
佐
藤
）

Ａ
　
学
校
に
よ
っ
て
は
、
卒
業
式
・
終

了
式
以
外
に
も
分
散
登
校
日
を
設
定
し

て
い
る
。
現
在
、
校
長
会
で
取
り
ま
と

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
課
長
）

Ｑ
　
授
業
の
遅
れ
に
対
す
る
対
応
は
？

（
三
澤
）

Ａ
　
家
庭
学
習
で
履
修
し
て
い
な
い
部

分
の
プ
リ
ン
ト
学
習
を
し
て
も
ら
い
、

分
散
登
校
日
に
採
点
等
を
行
っ
て
い
る
。

新
年
度
、
補
修
学
習
と
い
う
形
で
定
着

さ
せ
て
い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。
（
参

事
）

 大  久  保 　 建  一 　副委員長
おお く ぼ けん いち



〔 ８ 〕令和2年5月号

【
病

院

事

業

会

計
】

Ｑ
　
今
期
の
決
算
見
込
み
を
見
れ
ば
、

来
年
度
収
入
予
算
額
へ
の
到
達
は
厳
し

い
の
で
は
な
い
か
。
（
三
澤
）

Ａ
　
予
算
は
内
科
医
師
を
新
た
に
２
名

常
勤
で
採
用
し
た
前
提
の
収
入
額
で
あ

り
、
現
状
の
体
制
で
は
難
し
い
。
（
事

務
長
）

Ｑ
　
医
師
の
働
き
方
改
革
も
い
わ
れ
て

い
る
が
、
総
合
病
院
の
医
師
の
残
業
状

況
は
？
（
三
澤
）

Ａ
　
常
勤
医
は
そ
れ
ほ
ど
残
業
を
行
っ

て
い
な
い
。
救
急
外
来
は
出
張
医
が

担
っ
て
い
る
。
（
事
務
長
）

Ｑ
　
８
億
３
千
万
円
の
赤
字
予
算
が
提

出
さ
れ
た
が
、
改
善
が
見
込
ま
れ
る
策

は
あ
る
の
か
？
（
田
中
）

Ａ
　
内
科
医
の
他
に
泌
尿
器
科
医
を
探

し
て
い
る
。
採
用
で
き
れ
ば
現
在
受
入

れ
を
迎
え
て
い
る
透
析
も
増
や
せ
る
の

で
、
か
な
り
の
改
善
が
見
込
ま
れ
る
。

（
事
務
長
）

 

【
歳
　
入
】

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
禍
で
法
人
税
等
に
落
ち
込

み
が
予
測
さ
れ
る
が
対
応
策
は
考
え
て

い
る
か
？
（
斎
藤
）

Ａ
　
町
内
の
影
響
に
つ
い
て
は
２
月
下

旬
か
ら
聞
き
取
り
を
続
け
て
い
る
。
商

工
会
で
の
融
資
な
ど
の
資
金
繰
り
支
援

も
始
ま
っ
て
い
る
が
、
国
・
道
の
支
援

の
状
況
を
見
な
が
ら
対
応
を
し
て
い
く
。

（
課
長
）

【
予
　
算
　
総
　
括
】

Ｑ
　
財
政
の
中
期
見
通
し
が
示
さ
れ
た

が
、
　

億
円
と
積
ん
だ
基
金
残
高
が
、

８３

令
和
６
年
か
ら
始
ま
る
償
還
で
取
り
崩

さ
れ
、
　

億
円
ま
で
減
る
。
最
低
で
も

１８

　
億
円
は
維
持
す
べ
き
と
考
え
る
が
？

５０（
千
葉
）

Ａ
　
庁
舎
新
築
は
合
併
特
例
債
、
熊
石

国
保
病
院
に
は
過
疎
債
等
、
有
利
な
も

の
を
活
用
し
、
新
幹
線
開
業
ま
で
の
　１０

年
間
に
行
う
大
型
事
業
に
は
、
な
る
べ

く
基
金
を
使
わ
な
い
で
や
っ
て
い
き
た

い
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
も
活
用
し

て
基
金
残
高
は
　
～
　
億
円
程
度
を
維

５０

７０

持
し
て
い
き
た
い
。
（
町
長
）

反
対
討
論

　
総
務
費
の
「
新
役
場
庁
舎
整
備
事

業
」
９
３
５
万
円
は
、
八
雲
病
院
跡

地
に
建
設
す
る
こ
と
が
前
提
の
基
本

計
画
に
充
て
ら
れ
る
予
算
で
す
。
役

場
改
築
に
は
賛
成
で
す
が
、
建
設
場

所
が
町
は
ず
れ
に
あ
る
こ
と
に
対
し
、

ま
ち
づ
く
り
の
観
点
か
ら
疑
問
が
あ

り
ま
す
。
昨
年
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
約
千
件
の
う
ち
、
八
雲
病
院
跡

地
が
良
い
と
の
答
え
は
３
割
程
度
で

す
。
も
っ
と
町
民
の
声
を
聞
い
て
、

基
本
計
画
は
時
間
を
か
け
て
進
め
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　
歳
入
の
「
使
用
料
及
び
手
数
料
」

予
算
は
、
各
公
共
施
設
使
用
料
、
ゴ

ミ
や
し
尿
処
理
の
手
数
料
が
含
ま
れ

て
お
り
、
消
費
税
が
　
％
に
引
き
上

１０

げ
ら
れ
た
う
え
に
、
住
民
へ
の
負
担

増
が
重
な
っ
て
、
消
費
者
マ
イ
ン
ド

を
冷
や
す
と
思
い
ま
す
。

　
以
上
の
理
由
か
ら
一
般
会
計
予
算

に
反
対
い
た
し
ま
す
。

（
佐
藤
智
子
議
員
）

賛
成
討
論

　
本
予
算
案
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く

で
あ
ろ
う
人
口
減
少
と
、
少
子
高
齢

化
の
進
行
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
く

種
を
ま
い
て
き
た
産
業
振
興
政
策
が
、

順
調
に
芽
吹
く
配
慮
さ
れ
た
予
算
だ

と
思
い
ま
す
。
物
足
り
な
く
感
じ
た

教
育
・
文
化
面
で
の
予
算
に
対
し
て

も
、
審
議
を
通
じ
て
議
員
各
位
の
熱

量
は
感
じ
取
っ
て
も
ら
え
た
も
の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。

　
反
対
討
論
に
上
が
っ
て
い
た
庁
舎

建
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
議

員
で
組
織
し
た
特
別
委
員
会
に
お
い

て
、
反
対
討
論
の
主
旨
で
あ
る
「
遠

い
か
ら
不
便
」
と
い
う
こ
と
に
関
し

て
、
報
告
書
の
中
に
も
し
っ
か
り
と

対
策
案
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
し
、

こ
れ
か
ら
も
充
分
に
議
論
し
て
い
き

ま
す
。

　
消
費
税
分
の
値
上
げ
に
つ
い
て
は

国
の
領
分
で
あ
り
、
町
政
に
お
い
て

は
如
何
と
も
し
が
た
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
賛
成
す
る
こ
と
が

妥
当
と
考
え
ま
す
。

　
た
だ
一
点
の
不
安
で
あ
る
病
院
会

計
に
お
い
て
は
、
予
算
委
員
会
に
付

け
た
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、

議
会
に
対
し
て
の
情
報
共
有
を
密
に

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
強
く
信
じ
て
、

こ
の
予
算
案
に
賛
成
し
ま
す
。

（
三
澤
公
雄
議
員
）

宮園町は

「町はずれ」

なのか？

　　大久保



〔 ９ 〕 令和2年5月号



令和2年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １０ 〕令和2年5月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

状
況
に
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
気
温
が
低

い
こ
と
に
よ
る
身
体
の
柔
軟
性
の
低
下

に
よ
り
、
体
育
授
業
で
の
ケ
ガ
が
心
配

さ
れ
る
。
ま
た
卒
業
式
や
入
学
式
も
控

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
暖
房
機
能
が
低

下
し
て
い
る
原
因
を
調
査
し
、
早
急
に

対
応
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
考
え
を
伺

う
。

 教
育
長
　
 当
日
の
天
候
は
雪
で
冷
え

込
み
が
厳
し
く
、
休
み
明
け
の
月
曜
日

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
体
育
館
内
の
温

度
が
低
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
学
校
に

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
暖
房
設
備
の
一
部

に
不
具
合
が
あ
っ
た
こ
と
も
要
因
で
あ

り
、
早
急
に
修
繕
を
行
っ
た
。
ま
た
、

体
を
動
か
す
こ
と
を
主
と
し
た
学
習
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
児
童
が
寒
さ

を
感
じ
る
こ
と
は
少
な
い
と
考
え
る
が
、

今
後
、
暖
房
を
利
用
す
る
時
期
に
実
施

す
る
行
事
に
つ
い
て
は
、
開
始
時
間
や

外
気
温
等
の
状
況
に
応
じ
て
、
電
源
を

入
れ
る
時
間
を
早
め
た
り
、
設
定
温
度

を
高
め
た
り
し
て
、
寒
さ
を
感
じ
さ
せ

な
い
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
八
雲
小
学
校
の
新
一
年
生
体
験

入
学
・
保
護
者
説
明
会
が
２
月
３
日
に

八
雲
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
。
体

育
館
に
は
暖
房
設
備
が
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
説
明
会
に
出
席
し
た
保
護
者
か

ら
、
暖
房
が
弱
く
寒
か
っ
た
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。
暖
房
が
常
に
そ
の
よ
う
な

一
般
質
問
を
書
面
に
よ
り
実
施
！

※質問した議員本人が原稿を書いています。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
特
例
措
置
と
し
て
、
議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
時
間
短
縮
を
図
る
た
め
、

一
般
質
問
を
議
場
で
行
わ
ず
書
面
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

Ｑ
 
八
雲
小
学
校
体
育
館
の
暖
房
設
備
に
つ
い
て

Ａ
 
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
対
応
し
た
い

 宮  本 　 雅  晴  議員議員
みや もと まさ はる



町政を問う

〔 １１ 〕 令和2年5月号

 質
問
 

少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
人

材
の
減
少
は
、
こ
れ
か
ら
あ
ら
ゆ
る
産

業
分
野
に
お
い
て
深
刻
に
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、
八
雲
町
の
産
業
を
将
来
に
持

続
さ
せ
る
た
め
に
、
八
雲
町
と
し
て
、

ま
た
は
町
が
支
援
で
き
る
体
制
の
も
と

で
「
登
録
支
援
機
関
」
の
取
得
を
し
、

外
国
人
材
の
受
け
入
れ
を
目
指
す
べ
き

で
は
？

 町
長
 

八
雲
町
に
お
い
て
は
２
月
　２８

日
現
在
、
６
名
の
方
が
特
定
技
能
で
在

留
し
て
い
る
。
自
治
体
が
「
登
録
支
援

機
関
」
に
な
り
得
る
か
に
つ
い
て
は
要

件
等
を
鑑
み
る
と
実
質
不
可
能
で
あ
る

と
考
え
る
。
町
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
、

町
内
に
２
０
０
名
以
上
在
留
さ
れ
て
い

る
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
、
技
能
実
習

制
度
を
中
心
に
情
報
や
意
見
を
交
わ
し

て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
関
係
機
関
、

各
産
業
団
体
と
の
話
し
合
い
の
中
で
、

特
定
技
能
に
つ
い
て
も
取
り
扱
っ
て
い

き
た
い
。

 質
問
 

こ
れ
ま
で
地
域
に
お
け
る
基

幹
病
院
と
し
て
の
地
域
医
療
の
維
持
、

確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た

八
雲
総
合
病
院
が
大
変
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
。

Ｑ
 
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
促
進
に
つ
い
て

Ａ
 
話
し
合
い
の
中
で
取
り
扱
っ
て
い
く

①
現
在
、「
㈱
武
蔵
野
プ
リ
オ
」
の
指
導

を
仰
い
で
い
る
が
、
現
段
階
に
お
け
る

町
長
の
評
価
は
？

②
八
雲
総
合
病
院
を
中
心
と
し
た
地
域

公
共
交
通
網
整
備
を
先
行
し
て
取
り
組

む
べ
き
で
は
？

③
新
庁
舎
建
設
を
先
延
ば
し
に
し
て
で

も
、
病
院
経
営
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
む
べ
き
で
は
？

 町
長
 

①
一
年
次
目
の
取
り
組
み
は

一
定
の
成
果
を
得
た
。
二
年
次
目
は
経

費
削
減
等
を
柱
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
が
、
ま
さ
に
経
営
健
全
化
に
向
け
て

の
正
念
場
に
な
る
。

②
函
館
バ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
交
通
事

業
者
や
関
係
機
関
と
協
議
・
調
整
を
行

い
な
が
ら
、
導
入
に
向
け
た
取
り
組
み

を
進
め
て
行
き
た
い
。

③
役
場
庁
舎
は
災
害
時
拠
点
施
設
で
あ

り
な
が
ら
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
。
町
と
し
て
は
、
財
政
負
担
を
減

ら
す
た
め
に
有
効
な
合
併
特
例
債
が
活

用
で
き
る
令
和
　
年
度
ま
で
に
新
庁
舎

１２

を
建
設
す
る
必
要
が
あ
る
。
総
合
病
院

の
経
営
健
全
化
並
び
に
役
場
庁
舎
老
朽

化
対
策
は
、
そ
れ
ぞ
れ
優
先
順
位
が
高

い
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Ａ
　
経
営
健
全
化
に

　
　
　
　
　
 
向
け
て
の
正
念
場

Ｑ
　
八
雲
総
合
病
院
の

　
　
　
 
今
後
の
経
営
に
つ
い
て

議会これからの予定
《５月》　　　１２日　議会運営員会
　　　　　　　　　　新しい議会のかたち

　　　　　　　　　　検討小委員会

《６月》　　　３日　議会運営委員会
　　　　８日～１０日　第２回定例会

　　　　　　　　　　会派代表者会議

　　　　　　　　　　各常任委員会

　　　　　　　１０日　全員協議会

議会を傍聴してみませんか

次の議会は、

令和２年第2回定例会

６月８日（月）午前10時から

開会の予定です。

お気軽に足を運んでみてください。

YouTubeで映像配信もします

 関  口 　 正  博  議員
せき ぐち まさ ひろ

いい質問

ですね

　　佐藤



令和2年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １２ 〕令和2年5月号

る
浸
水
の
心
配
が
な
い
場
所
」
　

％
、

５１

「
駐
車
場
が
十
分
確
保
で
き
る
場
所
」

　
％
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

４０　
懇
談
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
意
見
を

参
考
に
検
討
し
た
結
果
、
新
庁
舎
等
を

八
雲
病
院
跡
地
及
び
八
雲
養
護
学
校
跡

地
に
建
設
す
る
方
針
と
決
定
し
た
。
議

員
の
求
め
る
「
住
民
投
票
」
は
直
接
、

住
民
の
意
思
を
反
映
で
き
る
貴
重
な
方

法
で
は
あ
る
が
、
単
純
に
「
移
転
す
る

か
し
な
い
か
」
等
を
問
う
も
の
で
あ
り
、

費
用
や
機
能
が
ど
う
な
る
の
か
等
の
意

見
は
反
映
さ
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
「
住
民
投
票
」
は
考
え
て
い
な

い
。

 

 問
 
　
役
場
移
転
改
築
に
つ
い
て
、
町

は
新
庁
舎
の
建
設
候
補
地
を
八
雲
病
院

跡
地
と
す
る
方
向
性
を
示
し
た
。
町
民

は
そ
れ
で
納
得
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
対
象
３
千
人
に

対
し
、
１
０
２
２
人
の
回
答
。
「
八
雲

病
院
移
転
後
の
施
設
利
用
」
と
答
え
て

い
る
の
は
　
％
に
過
ぎ
な
い
。
町
民
の

３９

声
を
幅
広
く
聞
く
た
め
に
「
住
民
投
票
」

を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

建
設
場
所
に
関
す
る
質
問
で

多
か
っ
た
意
見
は
「
津
波
や
豪
雨
に
よ

Ｑ
 住
民
投
票
を
求
め
ま
す

Ａ
 
住
民
投
票
は
考
え
て
い
な
い

 問
 
　
防
災
無
線
の
戸
別
受
信
機
に
つ

い
て
、
国
が
積
極
的
な
配
置
を
働
き
か

け
る
と
い
う
。
屋
外
防
災
行
政
無
線
は

以
前
か
ら
「
家
の
中
に
い
る
と
聞
こ
え

づ
ら
い
」
と
の
町
民
の
声
が
あ
る
。
特

に
高
齢
に
な
る
と
、
ほ
と
ん
ど
聞
き
取

れ
ず
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
え
な
い

方
も
少
な
く
な
い
。
戸
別
受
信
機
は
災

害
時
の
住
民
の
安
全
と
命
を
守
る
ツ
ー

ル
と
し
て
今
や
必
要
不
可
欠
だ
。
国
の

制
度
を
利
用
し
て
設
置
に
踏
み
切
っ
て

は
ど
う
か
。

 町
長
 

こ
れ
ま
で
も
シ
ス
テ
ム
を
検

討
し
て
き
た
が
、
い
ず
れ
も
山
間
部
ま

で
の
電
波
の
到
達
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
現
在
の
　６０

メ
ガ
ヘ
ル
ツ
の
防
災
行
政
無
線
シ
ス
テ

ム
と
の
連
動
性
や
導
入
時
及
び
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
費
用
抑
制
、
国
の
財
政
支
援

の
利
用
も
見
据
え
て
様
々
な
シ
ス
テ
ム

の
比
較
検
討
を
行
っ
て
い
く
。
 

 問
 
　
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
等

の
ゴ
ミ
出
し
困
難
世
帯
を
支
援
す
る
事

業
に
取
り
組
め
な
い
か
。

 町
長
 

令
和
２
年
度
の
第
８
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
の
た
め
に
実
施
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
盛
り
込
み
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
ゴ
ミ

出
し
支
援
に
限
ら
ず
、
住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
を
活
用
し
た
生
活
支
援
の
体

制
づ
く
り
を
検
討
し
た
い
。

Ａ
　
シ
ス
テ
ム
の
比
較
検
討
を

　
　
　
　
　
　
　
 
行
っ
て
い
く

Ｑ
　
や
は
り

　
 
防
災
無
線
戸
別
受
信
機
を
！

Ａ
　
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
 
　
　
　
　
活
用
を
検
討

Ｑ
　
高
齢
者
等
の

　
　
　
 
　
　
ゴ
ミ
出
し
支
援

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

英国ＥＵ離脱、

大阪都構想・・・

住民投票って

いい方法ですか？

　　　　　三澤



町政を問う

〔 １３ 〕 令和2年5月号

 問
 
　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
を

活
用
し
て
い
る
八
雲
町
役
場
は
情
報
発

信
の
手
段
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
も
っ
と
充
実
で
き
る
の
で
は
？

 町
長
 

情
報
は
、
そ
の
時
々
に
適
し

た
手
法
を
選
択
し
て
発
信
す
る
こ
と
が

肝
要
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
現
状
は
、
一

日
平
均
約
４
千
件
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、

全
職
員
が
内
容
を
更
新
で
き
る
体
制
を

整
え
、
更
新
頻
度
は
管
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
あ
る
。
さ
ら
に
昨
年
４
月
に
は
障

が
い
の
あ
る
方
々
の
ア
ク
セ
ス
へ
の
配

慮
や
、
多
国
語
対
応
、
ス
マ
ホ
・
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
か
ら
の
閲
覧
に
対
応
で
き

る
改
修
を
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
各
種
行

政
事
務
な
ど
に
相
談
で
き
る
「
お
問
合

せ
フ
ォ
ー
ム
」
の
利
用
促
進
を
図
り
、

よ
り
き
め
細
や
か
な
情
報
発
信
に
力
を

入
れ
る
。
一
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
は
伝

達
ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
多
く
の
方
々
に

瞬
時
に
情
報
が
拡
散
さ
れ
る
特
徴
が
あ

る
の
で
、
最
新
の
動
向
を
注
視
し
て
い

る
。

Ｑ
 
情
報
発
信
の
さ
ら
な
る
充
実
を
！

Ａ
 
き
め
細
か
な
情
報
発
信
に
努
め
る

な
ぜ
、
こ
の
質
問
？
　

　
今
回
の
一
般
質
問
の
狙
い
は
災
害

情
報
発
信
の
た
め
に
防
災
無
線
戸
別

受
信
機
の
拡
充
に
予
算
を
付
け
る
よ

り
も
、
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
な
い
家
庭
に
無
償
配
布
を
し
た
方

が
有
効
で
す
よ
と
結
ぶ
つ
も
り
で
し

た
。
今
金
町
は
戸
別
受
信
機
を
設
置

す
る
た
め
に
、
令
和
２
年
度
予
算
に

２
億
８
千
万
円
、
七
飯
町
は
８
億
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
八
雲
町
は
こ
の

ま
ま
い
く
と
令
和
３
年
度
に
５
～
６

億
円
の
予
算
化
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

「
も
っ
た
い
な
い
！
」
の
一
語
に
尽

き
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
進

歩
は
目
覚
ま
し
く
、
も
っ
と
も
っ
と

多
目
的
に
使
え
る
「
道
具
」
を
町
内

全
戸
が
持
つ
の
な
ら
、
い
く
つ
も
の

八
雲
町
の
政
策
課
題
が
解
決
に
向
か

う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え

ば
、
は
こ
だ
て
未
来
大
学
で
開
発
さ

れ
た
Ｓ
Ａ
Ｖ
Ｓ
（
サ
ブ
ス
）
と
い
う

ア
プ
リ
は
Ａ
Ｉ
で
交
通
弱
者
対
策
を

可
能
に
し
ま
し
た
。
全
国
で
実
証
実

験
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
６
月
に
な
っ
て
も
戸
別
受
信
機
の

予
算
化
が
生
き
て
い
る
の
な
ら
、
再

度
取
り
上
げ
ま
す
！

議会広報モニターを募集しています！

　議会では、広報活動に対するご意見・ご提案を、広く町民の皆様から聴くために、

議会広報モニターを募集しています。

議会広報活動に興味のある方は、議会事務局へお問い合わせください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八雲町議会事務局　☎０１３７−６２−２３８８

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お



令和2年第1回定例会 一 般 質 問

〔 １４ 〕令和2年5月号

 問
 
　
人
材
育
成
と
し
て
、
「
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」「
リ
プ
モ
事
業
」「
ら
・

ふ
も
の
展
開
」
等
の
取
り
組
み
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
明
確
に
さ

れ
な
い
ま
ま
、「
ま
ち
づ
く
り
会
社
（
仮

称
）
」
の
話
が
あ
る
。
し
っ
か
り
と
過
去

の
結
果
分
析
を
し
、
本
当
に
必
要
な
仕

組
み
を
作
り
上
げ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

 町
長
 

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た

丘
の
駅
の
立
ち
上
げ
や
運
営
で
培
っ
た

経
験
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
育
成
や

事
業
執
行
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
経
験
、

産
業
界
と
の
議
論
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た

課
題
や
成
果
と
共
に
、
商
工
会
を
は
じ

め
と
す
る
産
業
団
体
と
の
調
整
を
進
め
、

今
後
は
特
に
若
手
経
営
者
な
ど
の
意
見

を
積
極
的
に
聞
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

 問
 
　
以
前
は
ど
こ
の
職
場
に
も
余
裕

が
あ
り
、
時
間
を
か
け
て
新
人
教
育
が

行
わ
れ
て
い
た
が
、
今
は
即
戦
力
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
本
来
そ
こ
を
学
校
教

育
や
社
会
教
育
に
求
め
る
の
は
ど
う
か

と
思
う
が
、
時
代
に
適
し
た
人
材
を
育

て
る
た
め
に
も
、
学
校
教
育
や
社
会
教

育
に
お
い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
か
？

 教
育
長
　
 私
が
在
職
し
た
４
年
間
、

一
貫
し
た
理
念
は
「
人
格
の
形
成
」
を

目
指
す
こ
と
に
集
約
さ
れ
る
。
学
力
・

学
習
調
査
に
お
い
て
も
単
な
る
知
識
の

習
得
に
陥
る
こ
と
な
く
、
「
知
育
」
「
徳

育
」「
体
育
」
の
適
切
な
指
導
に
基
づ
い

た
相
乗
効
果
に
よ
る
「
生
き
て
働
く
学

力
」
と
な
る
よ
う
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

家
庭
・
地
域
と
連
動
し
た
取
り
組
み
な

く
し
て
は
確
か
な
も
の
に
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
今
後
、
教
育
の
流
行
と
普
遍
を
見
極

め
つ
つ
も
、
子
ど
も
達
一
人
ひ
と
り
が

自
他
を
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て

自
覚
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
な
が

ら
様
々
な
社
会
的
変
化
を
乗
り
越
え
、

豊
か
な
人
生
を
切
り
開
き
、
持
続
可
能

な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
融

合
を
さ
ら
に
高
め
た
教
育
活
動
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
 今
ま
で
の
取
り
組
み
を
検
証
し
た
人
材
育
成
を
！

Ａ
 
人
材
の
確
保
と
育
成
は
重
要
課
題

Ａ
　
学
社
融
合
の
教
育
活
動

　
　
 
 
 
 
 
の
推
進
が
重
要

Ｑ
　
適
応
能
力
の

　
　
 
 
さ
ら
な
る
向
上
を
！

な
ぜ
、
こ
の
質
問
？
　

　
全
国
的
に
人
材
育
成
は
喫
緊
の
課

題
で
す
が
、
過
去
の
総
括
を
明
確
に

さ
れ
な
い
ま
ま
で
は
、
お
金
の
無
駄

に
な
る
の
で
は
？
と
い
う
心
配
の
声

が
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

組
織
も
、
出
資
額
よ
り
中
心
と
な
る

人
物
が
重
要
な
の
で
、
役
場
か
ら
自

信
を
も
っ
て
出
向
さ
せ
る
く
ら
い
の

気
概
が
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

　
大
切
な
子
ど
も
達
の
教
育
は
何
よ

り
の
財
産
と
な
る
の
で
す
が
、
経
済

政
策
に
押
さ
れ
て
い
る
感
じ
も
あ
り
、

改
め
て
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み

答弁になって

る？　宮本



町政を問う

〔 １５ 〕 令和2年5月号

 質
問
 

定
期
予
防
接
種
、
特
定
健
診
、

胃
・
大
腸
が
ん
検
診
等
の
接
種
率
や
受

診
率
Ｕ
Ｐ
の
た
め
、
周
知
の
手
だ
て
に

努
力
さ
れ
て
い
る
が
、
接
種
率
・
受
診

率
Ｕ
Ｐ
に
向
け
て
、
新
た
な
手
だ
て
を

取
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

 町
長
 

受
診
率
向
上
の
取
り
組
み
は
、

周
知
方
法
や
内
容
、
勧
奨
の
方
法
、
実

施
体
制
等
に
、
毎
年
検
証
を
行
い
、
随

時
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
実
施
し
て
い

る
。
残
念
な
が
ら
受
診
率
が
低
水
準
の

ま
ま
の
健
診
も
あ
る
の
が
実
態
。
令
和

２
年
度
か
ら
、
国
保
連
合
会
と
連
携
し
、

健
診
履
歴
等
を
分
析
し
た
結
果
を
も
と

に
、
効
果
的
な
受
診
勧
奨
通
知
を
個
別

に
作
成
し
、
受
診
を
促
す
取
り
組
み
を

実
施
す
る
予
定
。
内
容
を
正
し
く
理
解

し
て
い
な
い
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
分
か
り
や
す
い
周
知
方
法
と
す
る

と
と
も
に
、
制
度
の
正
し
い
周
知
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ
 予
防
接
種
・
健
診
の
接
種
率
・
受
診
率
の
Ｕ
Ｐ
へ

Ａ
 受
診
を
促
す
取
り
組
み
を
実
施
す
る
予
定

《２月》

　　　１２日　議会報告会

　　　２０日　議会運営委員会

　　　２６日　全員協議会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会

《３月》

　　　３日　議会運営委員会

　　　　　　全員協議会

９日～１３日　第１回定例会

　　　９日　全員協議会

　　　　　　役場庁舎等整備調査特別委員会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　文教厚生常任委員会

１０日～１１日　予算特別委員会

　　　１３日　議会運営委員会

　　　　　　広報広聴常任委員会

　　　２７日　第２回臨時会

　　　　　　文教厚生常任委員会

《４月》

　　　３日　広報広聴常任委員会

　　　１０日　広報広聴常任委員会

　　　２０日　広報広聴常任委員会

　　　２２日　議会運営委員会

　　　　　　総務経済常任委員会

　　　２４日　第３回臨時会

　　　　　　全員協議会

　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　２７日　議会運営委員会

　　　　　　新しい議会のかたち検討小委員会

議会のうごき

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し

受診を促す取り組み、効果を期

待してます♪でも個人情報はが

守られるのか、気になりますね。

　　　　　　　　　　　　佐藤



〔 １６ 〕令和2年5月号

定例会・臨時会議件一覧

令和２年第１回臨時会（令和２年１月２４日）

専決処分の報告について
（損害賠償額の決定について）

報告第１号
専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度八雲町一般会計補正予算（第７号））

承認第１号

専決処分の報告について
（町営住宅の明渡しに関する訴えの提起について）

報告第２号令和元年度八雲町一般会計補正予算（第８号）議案第１号

専決処分の報告について
（町営住宅の明渡しに関する訴えの提起について）

報告第３号
令和元年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第４号）

議案第２号

令和２年第２回臨時会（令和２年３月２７日）

専決処分の承認を求めることについて
（令和元年度八雲町一般会計補正予算（第１０号））

承認第１号令和２年度八雲町一般会計補正予算（第１号）議案第１号

令和２年第１回定例会（令和２年３月９日～１３日）

工事委託に関する協定の変更協定の締結について議案第２３号令和２年度八雲町一般会計予算議案第１号

指定管理者の指定について議案第２４号令和２年度八雲町国民健康保険事業特別会計予算議案第２号

渡島公平委員会を組織する地方公共団体の数の減少及
び渡島公平委員会規約の変更に関する協議について

議案第２５号令和２年度八雲町後期高齢者医療特別会計予算議案第３号

町道路線の認定について議案第２６号令和２年度八雲町介護保険事業特別会計予算議案第４号

町道路線の変更について議案第２７号
令和２年度八雲町熊石地域簡易水道事業特別会計
予算

議案第５号

令和元年度八雲町一般会計補正予算（第９号）議案第２８号令和２年度八雲町下水道事業特別会計予算議案第６号

令和元年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正
予算（第３号）

議案第２９号令和２年度八雲町農業集落排水事業特別会計予算議案第７号

令和元年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算
（第５号）

議案第３０号令和２年度八雲町病院事業会計予算議案第８号

令和元年度八雲町病院事業会計補正予算（第２号）議案第３１号令和２年度八雲町水道事業会計予算議案第９号

専決処分の報告について（損害賠償額の決定）報告第１号
八雲町監査委員条例及び八雲町病院事業の設置等
に関する条例の一部を改正する条例

議案第１０号

専決処分の報告について（損害賠償額の決定）報告第２号
職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する
条例

議案第１１号

八雲町教育委員会教育長の任命に関し同意を求め
ることについて

同意第１号
八雲町非常勤職員の報酬及び費用弁償にに関する
条例の一部を改正する条例

議案第１２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ
いて

諮問第１号
八雲町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正
する条例

議案第１３号

「民族共生の未来を切り開く」決議発委第１号八雲町合葬墓条例の一部を改正する条例議案第１４号

大規模森林火災、気候変動の原因とされる温暖化
へのさらなる対策を求める意見書

発議第１号八雲町介護従事者就職支援資金貸付条例議案第１５号

ＩＲ誘致に伴う疑惑解明と実施中止を求める意見
書

発議第２号
八雲町町道の構造の技術的基準等を定める条例の
一部を改正する条例

議案第１６号

新たな過疎対策法の制定に関する意見書発議第３号八雲町町営住宅条例の一部を改正する条例議案第１７号

国民健康保険のペナルティ導入に反対する意見書発議第４号
八雲町特定公共賃貸住宅条例の一部を改正する条
例

議案第１８号

教員の変形労働時間制を導入しないことを求める
意見書

発議第５号八雲町都市公園条例の一部を改正する条例議案第１９号

中高年のひきこもりに対する実効性ある支援と対
策を求める意見書

発議第６号八雲町公共下水道条例の一部を改正する条例議案第２０号

予算特別委員会審査報告
八雲町学校給食センター設置条例の一部を改正す
る条例

議案第２１号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出書工事請負契約の変更契約の締結について議案第２２号



〔 １７ 〕 令和2年5月号

能
登
谷
　
正
　
人

黒
　
島
　
竹
　
満

千
　
葉
　
　
　
隆

宮
　
本
　
雅
　
晴

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

田
　
中
　
　
　
裕

三
　
澤
　
公
　
雄

赤
　
井
　
睦
　
美

大
久
保
　
建
　
一

齋
　
藤
　
　
　
實

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

関
　
口
　
正
　
博

採決結果議　　　　　件　　　　　名

○○○○○○○○○○××○可　　決令和２年度八雲町一般会計予算議案第１号

××××××○○××○○×否　　決
ＩＲ誘致に伴う疑惑解明と実施中止を求める意見
書

発議第２号

×××××××○××○○×否　　決国民健康保険のペナルティ導入に反対する意見書発議第４号

×○○×××○○××○○×否　　決
教員の変形労働時間制を導入しないことを求める
意見書

発議第５号

賛成　〇　　反対　×　

※能登谷　正人議長は賛否同数の場合に、その可否を決定します。

　　　　　第１回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声声ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせてててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててててくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい～皆さんの声を聞かせてください～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報 告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会議  会  報  告  会　開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままましししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた開催しました

　２月１２日、はぴあ八雲（昼・夜）、くまいし館、落部町民センターで議会報告会を行いました。

　議員報酬の算定根拠を明確にすることによって、４万５千円（議長・副議長）、４万８千円（議員）、５

万円（委員長）の増額と算定し、その結果をもとに現在の報酬額を見直すことを予定しています。

「議員報酬の見直し及び定数について」の主な意見

＜はぴあ・昼＞
・立候補する人が少ない。現職の人は、社長・自営業・役

員がほとんど。一般の人が議員になってもこの報酬では

食べていけない。できる人がずっと続けることになり、

議員のレベルアップにつながらない。

・若い人が出やすい環境を作ることも大切。

・自分の仕事をしながらならやっていけるが、値上げして

もこの金額だけなら生活は難しい。

・算定根拠は、都合の良いところだけ合わせているので

は？

・議員の活動の実態が見えない。

＜はぴあ・夜＞
・根拠を示され、決めることは大事。活動日数の中身をど

う判断するのか？

・議員報酬で食べていける額にすべきと思う。

＜落部会場＞
・今の報酬は過去に見直したまま。人口がどんど

ん減って、やる人もいなくなると思うと増額に

は賛成。

・増額しても、それだけ仕事をしてもらえれば良

い。定数は少なくてもみんなで力を合わせて頑

張ってほしい。

＜熊石会場＞

・今の（熊石の）経済状態を考えると、この時期にこんなに上げるのは理

解できない。

・活動日数は何時間稼働しての数字か？最低賃金も伸びていない。数字の

大きさに違和感がある。

・最初は疑問を感じていたが、説明を聞いて納得した。



〔 １８ 〕令和2年5月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和２年１月から３月の

各常任委員会の活動です。

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
公
営
住
宅
に
お
け
る
連
帯
保
証
人
制

度
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
建
設
課
・
地

域
振
興
課
）

　
国
・
総
務
省
の
行
政
評
価
・
監
視
に

お
い
て
、
「
連
帯
保
証
人
制
度
の
削
除
」

が
提
起
さ
れ
、
国
土
交
通
省
と
し
て
改

正
措
置
を
と
っ
た
。
ま
た
、
民
法
改
正

の
ひ
と
つ
に
「
保
証
人
の
保
護
に
関
す

●
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
養
殖
試
験
事
業

に
つ
い
て
（
産
業
課
）

総
務
経
済

る
改
正
」
が
行
わ
れ
、
「
限
度
額
の
設

定
」
が
必
要
と
な
っ
た
。
以
上
２
点
か

ら
、
公
営
住
宅
に
お
け
る
連
帯
保
証
人

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

国
の
考
え
方

・
近
年
、
身
寄
り
の
な
い
単
身
高
齢
者

等
が
増
え
て
き
て
い
る
。

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
低
所
得
者
へ
の

住
宅
提
供
と
い
う
公
営
住
宅
の
目
的
を

考
え
る
と
、
保
証
人
を
確
保
で
き
な
い

の
で
入
居
で
き
な
い
と
い
う
事
態
が
生

じ
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
緊
急
時
の
連
絡
先
は
必
要
。

八
雲
町
と
し
て
は

　
現
状
は
、
入
居
者
と
同
等
以
上
の
収

入
を
有
す
る
者
等
、
２
名
の
請
書
提
出

を
入
居
の
条
件
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

滞
納
３
ヶ
月
以
上
に
な
っ
た
場
合
は
、

連
帯
保
証
人
は
町
か
ら
送
付
さ
れ
る
納

付
指
導
依
頼
に
基
づ
き
、
入
居
者
へ
の

納
付
指
導
、
そ
の
ほ
か
実
質
的
な
緊
急

時
の
連
絡
先
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
連
帯
保
証
人
の
方
々
に
は
、
緊
急

連
絡
人
と
し
て
の
届
出
を
受
け
る
こ
と

と
し
た
い
。
令
和
２
年
４
月
１
日
以
降

の
新
規
契
約
に
お
い
て
は
、
連
帯
保
証

人
を
廃
止
す
る
。

陸上養殖試験

79尾
（総重量７６．２kg、平均重量９１１g）

試験開始日
（令和元年１２月１４日）

74尾
（平均体長３６．６cm、平均重量１，１７９g）

中間測定
（令和２年２月２６日）

生残率 93. 67％（へい死 ５尾）生残率

※生残数については令和２年２月２９日現在の数値

海面養殖試験（熊石地域）

839尾
（総重量６８０．１kg、平均重量８１０．５g）

試験開始日
（令和元年１２月１４日）

823尾
（平均体長４１．３cm、平均重量１，５６０g）

中間測定
（令和２年２月２６日）

生残率 98. 09％（へい死 １６尾）生残率

※生残数については令和２年２月２９日現在の数値

海面養殖試験（落部地域）

402尾
（総重量３２７．８kg、平均重量８１５．４g）

試験開始日
（令和元年１２月１４日）

390尾
（平均体長３９．７cm、平均重量１，１６０g）

中間測定
（令和２年２月１３日）

生残率 97. 01％（へい死 １２尾）生残率

※生残数については令和２年２月２９日現在の数値



〔 １９ 〕 令和2年5月号

【
住
民
サ
ー
ビ
ス
課
】

く
ま
い
し
保
育
園
完
成
！

　
く
ま
い
し
保
育
園
の
完
成
を
受
け
て
、

見
学
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
木

の
ぬ
く
も
り
が
感
じ
ら
れ
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
作
り
で
し
た
。
た
だ
、
ち
ょ
っ

と
残
念
だ
っ
た
の
が
扇
風
機
。
エ
ア
コ

ン
の
風
は
子
ど
も
に
は
良
く
な
い
と
い

う
こ
と
を
配
慮
し
て
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
暑
さ
対
策
は
扇
風
機
と
い
う
こ
と

に
少
し
驚
き
ま
し
た
。
町
内
は
ど
こ
も

年
々
園
児
数
が
減
少
し
て
い
く
の
で
、

後
々
多
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
を
考
え

る
と
、
不
安
な
面
も
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
達
に
と
っ
て
最
適
な
環
境
と
な
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

文
教
厚
生

　
所
管
各
課
の
報
告
を
受
け
た
主
な
も

の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
学
校
教
育
課
】

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）
ス
ク
ー
ル
構

想
に
つ
い
て

　
新
学
習
指
導
要
領
の
情
報
教
育
は
、

小
学
校
が
令
和
２
年
度
か
ら
、
中
学
校

は
令
和
３
年
度
か
ら
、
高
校
は
令
和
４

年
度
か
ら
、
年
次
進
行
で
実
施
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
小
学
５
～
６
年

生
・
中
学
１
年
生
・
教
員
に
４
７
４
台
、

中
学
２
～
３
年
生
に
２
５
７
台
、
小
学

３
～
４
年
生
に
２
４
３
台
、
小
学
１
～

２
年
生
に
２
３
６
台
を
そ
れ
ぞ
れ
整
備

す
る
予
定
。

　
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の

教
育
費
に
は
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
予
算
９
、
０

８
６
万
２
千
円
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
予
算
の
内
訳
は
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
工
事
請
負
費
」
小
学
校
が

５
，
７
６
７
万
４
千
円
、
中
学
校
が
３
，

３
１
８
万
８
千
円
。
国
か
ら
の
補
助
金

は
３
，
９
２
５
万
２
千
円
で
す
。
令
和

２
年
度
は
、
通
信
速
度
１
Ｇ
ｂ
ｐ
ｓ
対

応
の
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
を
行
い

ま
す
。
一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

は
、
基
本
的
に
は
家
に
持
ち
帰
ら
ず
、

授
業
で
の
使
用
限
定
と
な
り
ま
す
。
国

の
教
育
戦
略
が
押
し
寄
せ
て
き
た
感
じ

も
し
ま
す
が
、
使
い
方
を
習
得
し
て
、

子
ど
も
達
も
先
生
も
楽
し
く
学
べ
ま
す

よ
う
に
！

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　
新
し
く
建
設
中
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、

８
月
に
稼
働
す
る
予
定
で
す
が
、
外
構

工
事
に
関
し
て
は
、
３
，
５
５
８
万
５

千
円
の
増
額
に
な
る
と
報
告
を
受
け
ま

し
た
。

　
浸
水
被
害
の
可
能
性
が
高
い
地
域
に

な
ぜ
？
と
い
う
町
民
の
声
が
多
い
給
食

セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
子
ど
も
達
の
健
康

の
た
め
、
大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く

と
共
に
、
災
害
の
な
い
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
ま
す
。

【
環
境
水
道
課
】

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
施
設
に
つ
い
て

　
今
ま
で
、
し
尿
処
理
・
浄
化
槽
汚
泥

は
長
万
部
に
運
び
、
山
越
郡
衛
生
処
理

組
合
が
事
務
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

三
杉
町
に
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
事
業
処
理
施
設
が

約
６
億
５
千
９
百
万
円
を
か
け
て
建
設

さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま

す
。
１
日
に
バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
５
台
、

約
　
ト
ン
が
収
集
・
処
理
さ
れ
ま
す
が
、

３０
処
理
施
設
の
周
り
に
は
一
般
住
宅
が
隣

接
し
て
い
る
た
め
、
公
害
を
出
さ
な
い

工
夫
は
し
っ
か
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
運
営
費
は
前
年
度
対
比
約

４
千
７
百
万
円
の
削
減
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
施
設
内
の
ほ
と
ん
ど
が
機
械

化
さ
れ
て
い
る
中
、
糞
尿
以
外
の
異
物

の
取
り
出
し
に
関
し
て
は
手
作
業
と
な

り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ト
イ
レ
の
中
に

異
物
を
捨
て
た
り
落
と
し
た
り
し
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
、
こ
う
し
た
陰
の

力
に
支
え
ら
れ
て
成
り
立
つ
こ
と
に
改

め
て
感
謝
で
す
ね
。

くまいし保育園
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嬉
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岐
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Ｑ　八雲に赴任するまでの経歴を教えてくださ
い。

　帯広出身で、新聞記者になってからは、釧路、
根室、札幌、東京に赴任しました。道南勤務は
念願がかないましたが、今年３月までの２年間
で八雲を離れることになったのは、残念な気持
ちでいっぱいです。
Ｑ　八雲の印象は？
　支局には妻と幼稚園児の長男、飼い犬とで赴
任しました。八雲は町立病院としては全国一の
病床数の総合病院があり、長男の医療費は無料
となるなど安心して生活を送ることができまし
た。量販店や飲食店も充実し、近隣の支局長か
らはうらやましがられました。オジロワシの飛
来やサケの遡上が見られる自然の豊かさも素晴
らしかったです。周辺に源泉掛け流しの温泉が
多くあるのも、札幌から来た身としてはぜいた
くでした。ホタテやホッキなどの魚貝類、地元
産の牛乳やチーズ、鶏卵と、どれもおいしかっ
たです。
Ｑ　八雲の好きな風景は？
　町育成牧場や道立公園噴火湾パノラマパーク
から望む噴火湾は絶景でした。ただ、曇りの日
が多く、町外から来た知人を案内しても、視界
がさえぎられる日が多かった。その度に、八雲
の名が付いた由来の一つとされる「一週間に八
日曇るから八雲なんだ」と説明していました
（笑）。
Ｑ　八雲の議会をもっと傍聴してもらうための
提言を。

　たしかに傍聴者の数は寂しいですね。動画投
稿サイトのユーチューブを通じ、生中継の動画
を配信していることを知らない町民も多いはず
です。一方、町民を集めた議会報告会などでは
活発な意見が出ていて、町政への関心は高いと
感じました。長万部町議会は議会日程を新聞の
折り込みチラシに挟んでお知らせしています。
八雲町のホームページは、議会日程のページに
たどり着くのに何度かクリックする必要があり
ます。住民周知の方法は工夫が必要かもしれま
せん。議会広報誌は、レイアウトや図解が凝っ
ていますね。一般質問で交わされた質疑に、広

報広聴常任委員会の議員が
違った視点で一言振り返っ
ているのもユニークです。
小中学生が議員役を務めて
議場に立つ「ゆめ議会」は
毎年、児童生徒の鋭い意見
が出ていて感心しました。
子供たちに議会を傍聴して

もらう取り組みがもっとあってもいいのではな
いでしょうか。
Ｑ　これからの八雲に期待することは？
　１次産業や商工・観光に携わる若い世代の人
たちが、八雲の将来や夢を真剣に考えていて、
非常に頼もしく感じました。そうした志ある人
たちの中から議員になる人が出てきてほしい。
町議会が検討を進めている議員の報酬と定数の
問題をより良い形にして、若手議員が誕生して
ほしいです。八雲が発祥とされる木彫り熊は、
地元を広くＰＲできる潜在能力を持っていると
思います。会員制交流サイトのＳＮＳを通じて、
木彫り熊ファンになった人が全国各地にいて、
魅力を共有し合っています。八雲町役場の庁舎
移転に伴い、町木彫り熊資料館もリニューアル
します。全国から来館者が集まる施設になるこ
とを願っています。八雲では北海道新幹線の新
八雲駅（仮称）が２０３０年度までに開業する予定
です。基本計画の中で掲げた「牧場の中に駅」
は、全国の新幹線駅では初の試みです。ただし、
市街地までは３キロ離れている分、駅周辺の魅
力づくりや交通網の整備などを綿密に進めない
と、計画倒れになっていしまいます。開業まで
のこの１０年が重要な期間になりますし、町民の
皆さんも積極的に未来の駅舎づくりに向けた提
言をしてほしいと思います。２年間、大変お世
話になりました。
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　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。今回は

北海道新聞八雲支局長だった

　　　　　　　   古  田  佳  之  さんです！
ふる た よし ゆき

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　
普
通
の
暮
ら
し
の
延
長
に
政

治
は
あ
る
。
特
別
な
も
の
じ
ゃ

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
通

の
暮
ら
し
を
支
え
る
仕
組
み
や

決
ま
り
を
作
っ
た
り
、
守
っ
た

り
。
行
政
と
議
会
に
は
役
割
の

違
い
が
あ
る
の
で
、
お
互
い
の

権
力
で
け
ん
制
し
な
が
ら
、
作

ら
せ
た
り
、
守
ら
せ
た
り
。

　
令
和
２
年
度
予
算
・
・
・
役

場
も
一
生
懸
命
作
っ
た
で
し
ょ

う
。
私
た
ち
も
精
い
っ
ぱ
い
議

場
で
発
言
し
ま
し
た
。
数
字
に

も
答
弁
に
も
、
そ
し
て
質
問
に

も
根
拠
が
あ
る
か
ら
真
剣
勝
負

で
す
。
お
互
い
信
頼
し
て
い
る

か
ら
成
り
立
つ
ん
で
す
。
け
ん

制
し
て
、
信
頼
し
て
・
・
・
だ

か
ら
両
輪
。
普
通
の
暮
ら
し
を

よ
り
良
く
す
る
た
め
に
議
場
で

議
論
し
ま
す
。

　
地
方
は
真
剣
で
す
よ
！
中
央

は
ど
う
で
す
か
？
そ
の
発
言
に
、

数
字
に
、
書
類
に
、
根
拠
は
あ

り
ま
す
か
？
行
政
の
ト
ッ
プ
で

国
会
の
最
大
勢
力
の
ト
ッ
プ
の

方
に
有
権
者
の
普
通
の
暮
ら
し

は
見
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
　
　
　
　
　
三
澤
　
公
雄

編
  集
  後
  記


